
 

 

 

 

 

 

2013 年、手賀沼水生生物研究会は、手賀沼 

で3回、下手賀沼で1回の船上調査を行った。 

調査方法は 2艘でおこない、水温、水質、底 

質、調査場所の植生、モンドリによる生き物 

調査、サデ網を使用したガサガサ、鳥の観察、

プランクトン調査等を行った。プランクトン

報告は、ここでは割愛する。 

【5月 11 日 雨】  

断続的に雨が降り続き、調査は午前中のみ

行った。ハス繁茂地の内側と外側の 2 か所で

水質調査を行った。この時期は魚の生息状況

にかなりばらつきが認められた。 

 

 

【6 月 2 日 晴れ】 

下手賀沼調査を初めて行った。上流部から調査を行った。水質については、 

透視度、COD ともに上流部分の数値が低く、下流に行くに従い数値が上がった。 

地点１で特定外来種のナガエツルノゲイトウの群落が見つかった。魚類はモツゴが優占種で、在来種の

数は、おおむね良好だった。 

 

2013年度「手賀沼の生き物調査」 

 

手賀沼水生生物研究会   



【9月 8日 曇り】 

この時期は水温が高く、魚類の動きが活発なため、モンドリによる定量調査を実施した。2012 年同時

期実施した定量調査との比較で、次のことがわかってきた。原発事故の後、放射能汚染のため、手賀沼

では漁業が行われておらず、モツゴなどの魚類の生息量が、以前と比べて増えているか興味があるとこ

ろだが、調査結果のデータからは、高野山下の植生帯を除くと、現状維持もしくは若干減少していると

確認出来る。高野山下は、植生帯ができる前は底質がヘドロであるために、魚類の生息量が薄かったが、

魚類の増加傾向が数字からも見て取ることが出来る。 

 

 

 

 

 

【ハス群落の調査地点】 

赤 2012 年黄 2014 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014 年 3 月 2日 曇り後雨】  

前日から不安定な天候であった。そのた 

め調査を午前中で打ち切った。 

 この時期は透明度が比較的良く、水位も 

低いため、貝類の調査には適しているが、 

今回は悪天で、水がにごり、生きた貝類の 

確認はできなかった。ハス繁茂地近くの温 

泉排水口は、水温が高いため（水温 8℃、 

温泉排水口 14℃）、コイなどの大型魚類が数多く集まっていた。 
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手賀沼 モンドリによる生き物調査  
 

調査方法：モンドリ数 12  (漁協桟橋 6 以外) 設置時間 30 分  

水温 27℃、透視度 15cm、COD:10ppm  (12:00 フィッシングセンター桟橋 E ) 

 

調査方法：モンドリ数 6 (ハス内 3) 

天気：前半：曇り時々雨後晴れ 

水温 28℃ 透視度 13.8 ㎝ COD 8 以上 13 未満 


